
令 和 ７ 年
８月29日
（金曜日）

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

○
告
示

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
第
十
条
の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
知
事
が
定
め
る
金
額
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
（
給
与
厚
生
課
）

一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

自
然
公
園
法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
公
園
事
業
の
決
定
（
自
然
保
護
課
）

一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

生
活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
医
療
機
関
の
廃
止
の
届
出
（
厚
政
課
）

一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

生
活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
医
療
機
関
の
指
定
（
厚
政
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

保
安
林
の
指
定
（
美
祢
市
）
（
森
林
整
備
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
（
水
産
振
興
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

道
路
の
区
域
の
変
更
（
道
路
整
備
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

道
路
の
位
置
の
指
定
（
建
築
指
導
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
公
告

土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了
（
農
村
整
備
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
陽
小
野
田
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
縦
覧
（
都
市
計
画
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
公
安
委
規
則

山
口
県
警
察
本
部
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

告

示

山
口
県
告
示
第
二
百
七
十
八
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
第
十
条
の
二
第
一
項
に

規
定
す
る
知
事
が
定
め
る
金
額
に
関
す
る
告
示
（
平
成
八
年
山
口
県
告
示
第
二
百
七
十
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
正
後
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
第
十
条
の
二

第
一
項
に
規
定
す
る
知
事
が
定
め
る
金
額
に
関
す
る
告
示
は
、
令
和
七
年
八
月
一
日
以
後
の
期
間
に
係

る
介
護
補
償
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
期
間
に
係
る
介
護
補
償
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。令

和
七
年
八
月
二
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

表
常
時
介
護
を
要
す
る
状
態
の
項
中
「
十
七
万
七
千
九
百
五
十
円
」
を
「
十
八
万
六
千
五
十
円
」
に

改
め
、
同
表
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
の
項
中
「
八
万
八
千
九
百
八
十
円
」
を
「
九
万
二
千
九
百
八
十

円
」
に
改
め
る
。

山
口
県
告
示
第
二
百
七
十
九
号

自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
秋
吉
台
国

定
公
園
に
関
す
る
公
園
事
業
の
一
部
を
決
定
し
た
。

そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

事
業
の
位
置
を
表
示
し
た
図
面
は
、
山
口
県
環
境
生
活
部
自
然
保
護
課
、
山
口
県
美
祢
農
林
水
産
事

務
所
及
び
美
祢
市
観
光
商
工
部
観
光
政
策
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

公

園

名

事

業

名

位

置

規

模

秋
吉
台
国
定

公
園

北
秋
吉
台
博

物
展
示
施
設

再
整
備
事
業

美
祢
市
美
東
町
赤
（
大
正
洞
）

休
憩
所

二
〇
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

山
口
県
告
示
第
二
百
八
十
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医
療

機
関
か
ら
次
の
と
お
り
医
療
機
関
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

医

療

機

関

廃
止
年
月
日

名

称

所

在

地

一
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岩
国
市
立
美
和
病
院

岩
国
市
美
和
町
渋
前
一
七
七
六

令
和
七
、

七
、

一

千
治
松
呼
吸
器
循
環
器
内
科

周
南
市
慶
万
町
一
番
一
九
号

〃

六
、
三
〇

み
さ
き
薬
局

宇
部
市
岬
町
一
丁
目
七
番
六
号

〃

〃

〃

昇
陽
堂
薬
局

山
口
市
平
井
七
二
九

〃

〃

〃

山
口
県
告
示
第
二
百
八
十
一
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助
の

た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

医

療

機

関

指
定
年
月
日

名

称

所

在

地

た
て
い
し
内
科
在
宅
診
療
所

宇
部
市
南
小
串
二
丁
目
八
番
三－

一
〇

一
号

令
和
七
、

八
、

一

お
お
う
ち
耳
鼻
咽
喉
科

山
口
市
大
内
千
坊
四
丁
目
一
四
番
一
四

号

〃

七
、
二
五

岩
国
市
立
美
和
病
院

岩
国
市
美
和
町
渋
前
一
三
八
三
の
一

〃

〃

一

新
生
会
訪
問
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

山
陽
小
野
田
市
大
字
小
野
田
四
二
一
六

の
二

〃

八
、

〃

み
さ
き
薬
局

宇
部
市
岬
町
一
丁
目
七
番
六
号

〃

七
、

〃

い
ぶ
き
薬
局

山
口
市
宮
野
下
九
三
四
の
一
〇

〃

八
、

〃

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
等

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等

指
定
年
月
日

名

称

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

名

称

所

在

地

合
同
会
社
ｍ
ｅ
ｇ

ｕ
ｒ
ｉ
ａ
ｉ

防
府
市
警
固
町
一

丁
目
四
番
一
七
号

ｍ
ｅ
ｇ
ｕ
ｒ
ｉ
ａ

ｉ
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

防
府
市
警
固
町
一

丁
目
四
番
一
七
号

令
和
七
、六
、

一

合
同
会
社
す
え
な

が
く

長
門
市
東
深
川
一

八
八
八
の
一
八

訪
問
看
護
セ
ン

タ
ー
は
る
桜

長
門
市
東
深
川
一

三
七
〇
の
四

〃

八
、

〃

山
口
県
告
示
第
二
百
八
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
保

安
林
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

保
安
林
の
所
在
場
所

美
祢
市
西
厚
保
町
原
字
平
田
一
〇
二
一
三
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

美
祢
市
西
厚
保
町
原
字
平
田
一
〇
二
一
三
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

⚒

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

⚓

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
美
祢
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⚔

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水

産
部
森
林
整
備
課
及
び
美
祢
市
建
設
農
林
部
農
林
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
二
百
八
十
三
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
届
出
を
審
査
し
た
結
果
、
次
の
加
入
区
に
つ
い
て
、
同
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意

が
あ
っ
た
と
認
め
た
。

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

豊
北
町
加
入
区

山
口
県
告
示
第
二
百
八
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
八
月
二
十
九
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課
に
お

二
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い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

山
陽
豊
田
線

道
路
の
区
域

区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

下
関
市
豊
田
町
大
字
殿
敷
字
小
畑
四
七
四

の
一
地
先
か
ら

同
市
豊
田
町
大
字
萩
原
字
日
ノ
向
九
一
の

一
地
先
ま
で

旧

最
狭

八
・
八

最
広

四
九
・
一

五
七
三
・
二

新

最
狭

一
二
・
五

最
広

四
九
・
一

五
七
三
・
二
道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

山
口
県
告
示
第
二
百
八
十
五
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道
路

の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
柳
井
土
木
建
築
事
務
所
に
備
え
付
け
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

地

名

及

び

番

地

幅

員

(メ
ー
ト
ル
)

延

長

(メ
ー
ト
ル
)

指
定
年
月
日

熊
毛
郡
平
生
町
大
字
平
生
町
字
西
浜
五
九
一
の
一
〇
四

六
・
〇

二
八
・
九
令
和
七
、
七
、
三
一

公

告

（
一
五
五
）
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了

次
の
と
お
り
県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

事
業
の
名
称

県
営
豊
田
中
地
区
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

二

工
事
完
了
の
時
期

令
和
六
年
四
月
二
十
六
日

（
一
五
六
）
山
陽
小
野
田
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
縦
覧

山
陽
小
野
田
市
か
ら
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
山
陽
小
野
田
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
係
る
同
法
第

十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
図
書
の
写
し
の
送
付
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
図
書
の
写
し
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供

し
ま
す
。

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

山
陽
小
野
田
都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
二
十
四
中
央
通
線

山
陽
小
野
田
都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
二
十
五
垰
山
川
線

山
陽
小
野
田
都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
二
十
九
大
知
田
野
中
線

山
陽
小
野
田
都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
三
十
大
沖
田
下
野
田
線

山
陽
小
野
田
都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
三
十
一
上
河
原
印
行
線

二

都
市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧
場
所

山
口
県
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課

公
安
委
員
会

山
口
県
警
察
本
部
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日

山
口
県
公
安
委
員
会

山
口
県
公
安
委
員
会
規
則
第
七
号

二
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山
口
県
警
察
本
部
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
警
察
本
部
組
織
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
山
口
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
生
活
安
全
企
画
課
に
関
す
る
部
分
中
第
十
八
号
を
第
十
九
号
と
し
、
第
九
号
か
ら
第

十
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

盗
難
特
定
金
属
製
物
品
の
処
分
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
七
十
五
号
）

の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。
（
生
活
安
全
捜
査
課
の
主
管
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）

第
四
条
第
二
項
生
活
安
全
捜
査
課
に
関
す
る
部
分
中
第
十
四
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
九
号
か
ら
第

十
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

特
定
金
属
に
係
る
法
令
違
反
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事

四
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